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株式会社三井住友銀行 

 

扇港興産株式会社に「ＳＭＢＣ事業継続評価融資」を実施 

 

株式会社三井住友銀行（頭取 CEO：髙島 誠）は、扇港興産株式会社（代表取締役社長：野田     

智久）に「ＳＭＢＣ事業継続評価融資」を実施いたしました。 

 

「ＳＭＢＣ事業継続評価融資」は、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社（代表取締役社長：  

中村 光身）（※1）と三井住友銀行が共同で開発した独自の評価基準に基づき、企業の事業継続  

計画（BCP（※2））および事業継続マネジメントシステム（BCMS（※3））の構築・運用状況等を評価

し、評価結果に応じたご融資条件の設定を行うとともに、事業継続における今後の改善余地や取組

の ポイントについて、ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社より還元させていただく融資商品

です。 

 

今回対象となりました扇港興産株式会社の事業継続への取組に対する評価では、特に以下の点等

が評価の対象となりました。 

① トップマネジメントが訓練・演習に積極的に参加されるなど、BCM の改善活動にコミット  

されています。 

② 事業ごとの事業継続戦略や課題について、明確に把握されていました。  

③ 全社員向けの備蓄品や担架等の負傷者対応のための備品が準備されており、前回の評価時に 

課題として抽出された事項について改善活動が進んでいることが確認できました。 

 

三井住友銀行では、「ＳＭＢＣ事業継続評価融資」により、有事における企業の事業継続対応の 

ための体制構築を支援するとともに、企業のリスク管理の取組を金融の立場から支援することで、

持続可能な社会の実現に貢献してまいります。 

 

 

＜ご参考＞ 

※1 ＭＳ＆ＡＤインターリスク総研株式会社 

ＭＳ＆ＡＤインシュアランスグループで「リスクマネジメント事業」を担うコンサルティング会社。

企業の事業継続やリスク管理における豊富なコンサルティング実績を持つ。 

 

※2 事業継続計画（BCP：Business Continuity Plan） 

事故や災害などが発生した際に、「いかに事業を継続させるか」もしくは「いかに事業を目標と  

して設定した時間内に再開させるか」について作成する計画書および手順や情報を文書化したもの。 

 

※3 事業継続マネジメントシステム（BCMS：Business Continuity Management System） 

BCP をもとに組織の復旧力や対応力（事業継続性）を継続的に向上させるフレームワークおよび  

仕組のこと。BCMSは、BCPの策定から運用、見直しまでのマネジメントシステム全体を指し、事業

継続への取組が効果的に運用管理され、必要に応じて改善し、それを実行するためには PDCA（Plan 

Do Check Action）を実現するマネジメントが要求される。 

以  上 
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